
資料.１

答 申（案）

新見市の下水道事業は、市民が快適で衛生的な生活を営む上で、欠くことのできないラ

イフラインであり、生活環境の改善と海や河川といった公共用水域の水質保全の役割を担

っている。

今後の下水道事業を取り巻く状況は、下水道施設の老朽化に伴う更新費用の増大、少子

高齢化に伴う人口減少や節水意識の高まりで水の需要は減少し、下水道使用料の減収が避

けられない見込みであり、更なる経営改革を推進する必要がある。

本来、地方公営企業である下水道事業は、下水道使用料による独立採算が求められてお

り、汚水に係る維持管理費及び資本費は下水道使用料で賄う必要がある。

更に、下水道は道路や公園等の不特定多数の市民が利用できる施設とは異なり、受益者

が特定される施設であり市民負担の適正化を図る観点から、下水道使用料として負担する

ことが適当であると考えられる。

このため、下水道使用料のあり方について今後どうあるべきか、適正な経費負担の原則、

負担公平の原則の観点から、関係資料により検討しつつ、慎重に審議を重ね、ここに一定

の結論を得たので、次のように答申する。

記

１ 安定した汚水処理

将来にわたり安定した汚水処理を行うには、健全で効率的な運営と安定した経営基盤

の強化が重要である。

また、下水道は市民生活に欠くことの出来ない重要なライフラインであり、未曾有の

災害にも強い下水道施設を構築されたい。

２ 使用料対象経費

使用料対象経費は、汚水に係る維持管理費及び資本費の全額を対象とすべきであるが、

新見市は山間部に位置し起伏が多い地形のため、マンホールポンプなどの圧送設備が多

く、人口密度が低いため管路延長が長くなるなど、事業規模に対し割高な設備投資をし

ている状況であり、全てを対象にすることは使用者の急激な負担増となるため、維持管

理費を対象にすることを基本とする。

３ 使用料算定方法の改定

使用料算定方法の改定は、算定方法が明快で公平性が確保でき、使用者の手続きが簡

素化できる従量制に統一することを基本とする。



４ 使用料改定率

使用料の改定率は、令和３年度から令和１２年度までの維持管理費に充当する使用料

の不足分を補うため、２０％の引き上げを基本とする。

５ 使用料体系の改定

使用料体系の改定は、基本使用料と従量使用料の改定割合５パターンで審議した。

少量使用者などにも配慮し、負担の公平性の観点からバランス良く使用料の徴収が可

能な現行の下水道使用料の基本使用料、従量使用料を一律２０％引き上げる使用料改定

を基本とする（別表１参照)。

６ 使用料改定の方法について（未審議）

使用料改定の方法は、３パターンで審議した。

改定方法は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を基本とする。

７ 付帯意見

（１）下水道使用料の次回見直し

下水道使用料の見直しは、将来の財政シミュレーションによると使用料収入は人口減

少に比例し減収しているため、常に検証を行ったうえで令和１０年度を目安に使用料の

見直しを検討事項とされたい。

（２）経営改革

将来にわたり安定した汚水処理を行う必要があるが、処理人口の減少が見込まれる中、

新見市の下水道事業の規模にあった施設更新を計画的に実施していくことが必要であり、

公営企業として可能な限り事業の効率化や経費削減により、少しでも下水道使用料の値

上げを抑制し、市民が納得できるよう努力されたい。

また、施設更新などに伴う国庫補助金の採択基準や一般会計からの繰出基準の緩和な

どの財政支援が得られるよう国や関係機関などに要望されたい。

（３）市民への周知など

下水道事業の現状や下水道使用料改定の必要性について、市民への理解が得られるよ

う、広報誌、ホームページ、新聞・テレビなどのマスコミ、総代会などを利用し積極的

な広報活動を実施されたい。



別表１－１

下水道使用料改定案

令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

基本使用料 従量使用料 従量使用料 基本使用料 従量使用料 従量使用料

（基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え （基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え

10 ㎥) 30㎥まで るもの 10 ㎥) 30㎥まで るもの

1,320円 143円 165円 1,584円 176円 198円

（1,200円） （130円） （150円） （1,440円） （160円） （180円）

（注）消費税 10 ％、（ ）は、消費税抜き。



別表１－２

下水道使用料改定案

令和3年度（2021年度） 令和5年度（2023年度）

基本使用料 従量使用料 従量使用料 基本使用料 従量使用料 従量使用料

（基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え （基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え

10 ㎥) 30㎥まで るもの 10 ㎥) 30㎥まで るもの

1,320円 143円 165円 1,584円 176円 198円

（1,200円） （130円） （150円） （1,440円） （160円） （180円）

（注）消費税 10 ％、（ ）は、消費税抜き。



別表１－３

下水道使用料改定案

令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

基本使用料 従量使用料 従量使用料 基本使用料 従量使用料 従量使用料

（基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え （基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え

10 ㎥) 30㎥まで るもの 10 ㎥) 30㎥まで るもの

1,320円 143円 165円 1,584円 143円 165円

（1,200円） （130円） （150円） （1,440円） （130円） （150円）

令和6年度（2024年度）

基本使用料 従量使用料 従量使用料

（基本水量 10㎥を超え 30㎥を超え

10 ㎥) 30㎥まで るもの

1,584円 176円 198円

（1,440円） （160円） （180円）

（注）消費税 10 ％、（ ）は、消費税抜き。
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別表２

新見市下水道事業審議会 経過

日 時 等 審 議 事 項 備 考

第１回 （委嘱式）

日時：令和2年8月26日（水） １ 本審議会の趣旨について ・委嘱状交付

10:00～12:00 ２ 下水道の目的と役割について ・市長あいさつ

場所：新見浄化センター ３ 下水道事業の概要について （審議会）

2階会議室 ４ 下水道事業の現状と課題につい ・自己紹介

て ・ 会 長 ・ 副 会 長 の

選出

・審議会への諮問

第２回

日時：令和2年10月28日（水） １ 前回審議会の振り返りについて

15:05～16:30 ２ 将来の経営シミュレーションに

場所：新見市役所 ついて

南庁舎3階大会議室

第３回

日時：令和2年12月18日（金） １ 前回審議会の振り返りについて

13:30～15:30 ２ 下水道使用料算定の統一につい

場所：新見浄化センター て

2階会議室 ３ 使用料体系の考え方について

４ 使用料のシミュレーションにつ

いて

５ ご審議頂きたい事項について

・使用料算定の統一

・使用料水準の改定

・使用料体系の改定

第４回

日時：令和3年1月29日（金） １ 前回審議会の振り返りについて

13:30～15:30 ２ 使用料のシミュレーションにつ

場所：新見浄化センター いて

2階会議室 ３ ご審議頂きたい事項について

・使用料水準の改定

・使用料体系の改定



別表２

日 時 等 審 議 事 項 備 考

第５回

日時：令和3年2月15日（月） １ 前回審議会の振り返りについて

13:30～15:30 ２ 使用料の改定方法（改定時期）

場所：新見浄化センター について

2階会議室 ３ 答申（案）について

４ ご審議頂きたい事項について

・使用料改定の方法



別表３

新見市下水道事業審議会委員名簿
（任命：令和２年８月２６日）

○有識者（１名）

氏 名 備 考

公認会計士 中 西 崇 陽

○市議会の議員（２名）

氏 名 備 考

新見市議会 小 郷 昌 一

新見市議会 岡 崎 裕 生

○各種団体の代表者（５名）

氏 名 備 考

新見商工会議所 林 田 昌 吾 会長

阿哲商工会 上 田 久 志

晴れの国岡山農業協同組合 赤 坂 英 樹

新見市社会福祉協議会 林 和 美

新見市婦人連合協議会 中 川 初 美

○給水区域内の住民代表者及び受益者の代表者（１０名）

区 分 地 区 氏 名 備 考

旧上水 公共 上市小学校区 立 花 久 恵 副会長

浄化槽 西方小学校区 三 上 トシ子

公共 高尾小学校区 松 田 創太郎

公共 思誠小学校区 大 西 肇

公共 新見南小学校区 林 司 朗

旧簡水 農集 新見支局 杉 征 治 Ｒ２ .８ .２６～Ｒ２ .１２ .１７

農集 新見支局 妹 尾 良 和 Ｒ２ .１２ .１８～

特環 大佐支局 山 﨑 一 成

浄化槽 神郷支局 松 田 美 幸

特環 哲多支局 江 田 美枝子

浄化槽 哲西支局 秋 庭 司 幸

順不同、敬称略


